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■ 概 要 

★PIC12F675使用。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込み済み即使用可能。 

  ﾗｼﾞｺﾝ用のｱﾅﾛｸﾞ・ﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙ･ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ（以後ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ）を使用して、固定した角度で 

動作させる最も単純で用途の多いｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾎﾞｰﾄﾞです。 

★固定した２つの角度（常時位置とｱｸｼｮﾝ時の位置）を２個のﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀｰ（ﾎﾞﾘｭｰﾑ）で設定 

  しますので、動作角度は自由に設定できます。 ｽﾋﾟｰﾄﾞ調整は不可。 

★入力は、接点又はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ（Ｌで動作）でｱｸｼｮﾝ角度にｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰを動作させます。 

★単独でも外部からの制御でも即使用可能な単独動作ﾎﾞｰﾄﾞです。 

★ﾗｼﾞｺﾝ･ｻｰﾎﾞ･ﾓｰﾀｰは、ﾒｰｶｰ各社の接続にｼﾞｬﾝﾊﾟｰ設定で対応が出来ます。 

   サーボモーターは付属しませんので、別途御用意下さい。 

★電源は、ｺﾝﾄﾛｰﾙ基板用メイン ＤＣ７～12Ｖ、 ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ用 ＤＣ5Ｖ。何れも別売り。 

  ｻｰﾎﾞ･ﾓｰﾀｰに重負荷がかかる場合の使用はﾒｲﾝに加え別にＤＣ5Ｖの別電源が必要です。 

  （ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ軽負荷のみ、内部5Ｖ使用可）。ＡＣｱﾀﾞﾌﾞﾀのﾌﾟﾗｸﾞは、芯が＋の物です。 

◎用途例： 一般の物理的な移動ｱｸｼｮﾝ等々物を動かす用途。 遠隔で施錠する。 

        遠隔でスイッチを押す。 何かを引く又は押す。 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ等々用途は無限です。 

■ 緒  元 

処理ＣＰＵ PIC12F675  10ﾋﾞｯﾄA/D内臓 （ｸﾛｯｸ内部４MHz） 

ｻｰﾎﾞ回転設定角度 一般RCﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙ･ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ約180゜(360゜も有り)内 速度固定 

電    源 ９～12ＶＤＣ 約20mA（ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ未接続時） 中心「+」使用 

基板寸法 70mm x 45mm、 組み立て後重量 約 22ｇ 

 注  意  
・当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは、ﾓｰﾀｰ出力を内部で減速して出力しますが小さい物でも大きな力をだします 

             ので、使用構造により挟まれたりすると怪我をする場合が有りますので十分ご注意下さい。 

＜免責事項＞ 当キツトのハード、ソフトを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を 

             含め如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
■PICｱｸﾁｭｴｰﾀｰｷｯﾄ部品表  

名称 記号 品番/値 数 Description 

I C IC1 7805 1 三端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 5V 

 ＩＣ2 PIC12F675 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済ﾏｲｺﾝ 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ PC1 TLP-521（又は621）-1 1 ｱｸｼｮﾝ入力用 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ C1、C3、C4、C5 0.1μF（104） 4 積層ｾﾗﾐｯｸ  104 

 C2 100μF  1 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

抵抗 R1 10ＫΩ 1 ｱｸｼｮﾝ入力ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ       茶黒橙金 

 R2 1ＫΩ 1 ｱｸｼｮﾝ入力ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗLED用   茶黒赤金 

ﾎﾟﾃﾝｼｮ･ﾒｰﾀｰ VR1、VR2 ３２９６Ｗ1ＫΩ（102） 2 多回転ﾎﾞﾘｭｰﾑ 常時位置/ｱｸｼｮﾝ時位置設定用 

ｽｲｯﾁ SW1 汎用ﾀｸﾄｽｲｯﾁ 1 ｱｸｼｮﾝ時設定用ﾃｽﾄｽｲｯﾁ 

ＤＣｼﾞｬｯｸ J1,J2 MJ-179 2 電源、ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ用電源用 （芯が「+」で使用します） 

ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ JP1-5用 ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ 1 必用な分をｶｯﾄして使用 

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝ   3 JP1-5のｼｮｰﾄ用 

ＩＣｿｹｯﾄ （ＩＣ1） ８ﾋﾟﾝDIP 1 ﾏｲｺﾝ用ｿｹｯﾄ 

専用基板   1  

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  
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■ 回 路 図 

 

■ 組み立て 

  基本的には背の低い部品より R1,R2,IC1,IC2 のｿｹｯﾄの順で基板の印刷を参考にハンダしていきます。 

  次にﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ PC1,ｺﾝﾃﾞﾝｻの C1,C3、C4,C5、ﾀｸﾄｽｲｯﾁ SW1、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ C2 を取り付けます。ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ、 

  電解ｺﾝﾃﾞﾝｻには向きと極性が有りますので注意して取り付けてください。 電源用DC ｼﾞｬｯｸ CN1,CN2 を  

  取り付け、最後にｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ用のﾍｯﾀﾞｰｺﾈｸﾀＣＮ3 とｼﾞｬﾝﾊﾟｰ用ﾍｯﾀﾞｰＪＰ１－５を取り付けます。ﾍｯﾀﾞｰｺﾈｸﾀ 

  は、長いものが入っていますので必要なﾋﾟﾝ分をｶｯﾀｰ等でｶｯﾄしてお使い下さい。 

■ ジャンパー（ＪＰ１－ＪＰ５）について 

  ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは、ﾒｰｶｰによりコネクタの配置が異なりますのでＪＰ１からＪＰ４のｼﾞｬﾝﾊﾟｰをｼｮｰﾄすることで切替 

  える事が出来ます。下記図を参考にしてください。２位置自由設定なのでﾘﾊﾞｰｽ・ﾀｲﾌﾟのｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰにも対応。 

   ＳＩＧ（信号線）は、同じ位置にあり、電源の+5Ｖとｸﾞﾗﾝﾄﾞ（ＧＮＤ）がﾒｰｶｰにより入れ替わります。 

   ここに無いﾒｰｶｰの場合は、ほぼこの 2通りの場合が多いですから配線の色等で判断してください。 

(キットの電源(+12V)、外部電源(+5V)何れも標準的な 2.1mmφ中芯「+」の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使用してください。) 

   ＪＰ5 に関しては、ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰ専用のＤＣ5Ｖ別電源を使用する際は何もしません。あまり力のかからない軽 

   負荷で使用する場合は、基板内の 5Ｖ電源を使用することができますので、その際このＪＰ5 をｼｮｰﾄしてく 
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   ださい。 基本的には、軽負荷でもﾒｲﾝ電源に加え外部ＤＣ5Ｖ電源を使用することをお勧めいたします。 

   外部 5Ｖ電源を使用の際は、内部に電流が回りこみますのでＪＰ5は必ず開放してくたさい。  

   又、ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰにより回転動作時にﾉｲｽﾞが出る場合があります。基板内電源を使用した場合にそのﾉｲｽﾞで 

   ﾏｲｺﾝが誤動作する場合が有ります。その際も外部電源を使用することにより改善されます。 

■ ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰと当キットの動作原理 

    
   一般のRC ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは、パルス幅制御（PWM又はﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙと言う）で回転角を制御しています。 

   パルスは 20ｍS間隔で常時与えられており、回転角の最小角は約1ｍSのﾊﾟﾙｽ幅、中立角は 1.5ｍSの 

   ﾊﾟﾙｽ幅、最大角は約2ｍSのﾊﾟﾙｽ幅のﾊﾟﾙｽでその角度まで回転します。一般的なｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは最小角度 

   から最大角度まで約180゜（機種により 360゜有り）になっています。内部では減速されたﾓｰﾀｰの回転軸に付 

けられ軸と同じく回転するﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀｰは、その回転位置の抵抗値で幅を変えるﾊﾟﾙｽを発生します。 

   そのﾊﾟﾙｽと入力された制御ﾊﾟﾙｽの幅を比較して一致する点まで軸を回転させる原理となっています。 

   当ｷｯﾄでは、VR1,VR2の抵抗値により変化する 2種類の電圧をPIC ﾏｲｺﾝの A/D ｺﾝﾊﾞｰﾀｰで受け、ﾏｲｺﾝ 

   でそれに比例するﾊﾟﾙｽ幅のﾊﾟﾙｽを発生させ、約20ｍS間隔でｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰに出力しています。 

   通常はVR1で決められたﾊﾟﾙｽを出力し、ｱｸｼｮﾝ･ｽｲｯﾁが押されると VR2 で決められたﾊﾟﾙｽを出力します。 

   尚、PIC ﾏｲｺﾝ PIC12F675は、内部に持つ 4MHｚのｸﾛｯｸで動作しています。 

■ 使用方法 

   ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰの位置角度は２つ有ります。１つは何もしない時点での固定位置となります。ｱｸｼｮﾝｽｲｯﾁが入ると 

   ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰが回転して止まる位置が２つ目の移動位置となります。２つの位置はＶＲ1 とＶＲ2の２つのﾎﾟﾃﾝ 

   ｼｮﾒｰﾀｰを回して決定します。 （このﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀｰ（多回転ﾎﾞﾘｭｰﾑ）は多回転式ですから数回転します。始点と 

   終点を越えるとｶﾁｶﾁと空回りしますが、それ以上むやみに回さないようにしてください。） 

電源を入れてＶＲ1 を回すとｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰが動きますので

固定位置を決めます。 

次にｱｸｼｮﾝｽｲｯﾁ（ＳＷ1）を押しながらＶＲ２を回し、移

動位置まで動かし位置を決めます。ｱｸｼｮﾝｽｲｯﾁを離す

と、固定位置までｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰが戻って止まります。これ

で設定は終わりましたので、ｽｲｯﾁを押すと移動位置、 

離すと固定位置へ動くという動作になります。 

この２つの位置は、最大回転角度の180゜の間、自由に

決めることが出来ます。（ﾘﾊﾞｰｽ・ﾀｲﾌﾟにも対応） 

この設定は、どの時点でも設定可能ですから実際の稼

動時にも微調整が可能です。 

左図の使用例を参考にしてください。 

特殊なものを除き、一般的なｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰの最大動作角

は、約 180゜になっています。 固定位置Ａ及びｱｸｼｮﾝ

位置は、この動作角内のどの角度位置にも設定が可

能です。 ですから、回転移動方向も固定角度の設定

でどちら方向でも設定が可能です。 

ｱｸｼｮﾝ･ｽｲｯﾁは、基本的には無電圧接点（ｽｲｯﾁ）にな

ります。S と G間に接続してください。又は、C ﾀｲﾌﾟのﾄ 

    設定例：  この例では、Ａ固定位置からｱｸｼｮﾝ       ﾗﾝｼﾞｽﾀで制御する場合、Sにｺﾚｸﾀ、Gにｴﾐｯﾀｰを接続 

位置へどちらの回転方向でも良い事を説明しています。    するように配線してください。 

A常時位置B ｱｸｼｮﾝｽｲｯﾁを押

した時の位置 
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    ｱｸｼｮﾝｽｨﾂﾁは内部でﾌｫﾄｶﾌﾟﾗで受けていますのでｱｲｿﾚｰｼｮﾝも取れていますし、ｽｲｯﾁは数 100ｍ程度離れ 

    ていても問題有りません。 

    ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰにより動作ｽﾋﾟｰﾄﾞが異なりますので、ｽｲｯﾁを ON してからｱｸｼｮﾝ位置に移動して止まるまでの時 

    間が異なりますので、ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰの動作ｽﾋﾟｰﾄﾞに合わせて遅延時間を考慮すようにしてください。ｱｸｼｮﾝ位 

    置を検出するｽｲｯﾁを設けて確実に移動したかをﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸするのが理想です。 

    ですから、一瞬ｽｲｯﾁが入ってもｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰはｱｸｼｮﾝ位置まで動きません。 

    VR1 を一般のボリュームに交換する事により、リアルタイムにｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰを回す事も可能です。 

■ 応用例  

  基本的にｱｸﾁｭｴｰﾀｰですから、何かを物理的に「動かす」事であれば、応用は無限にあります。  

    ほんの一例ですが、この様な用途が考えられます。  家庭で、工場で、イベントで、からくり時計、模型 

    何処でも何にでもアイデア次第で応用が可能と思われます。 

    ｷｰﾜｰﾄﾞは：   「押す」、「引く」、「回す」、「ねじる」、「挟む」  

■ 使用時の注意事項 

このｷｯﾄは、ｱﾅﾛｸﾞ･ｻｰﾎﾞ･ﾓｰﾀｰを前提とします。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｻｰﾎﾞは動作しない場合が有るのでご注意ください。 

  1 ﾍﾟｰｼﾞの「注意」にもありますが、RC用のｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは大きさにもよりますが非常に大きな力を出します。 

  ですから、何かに組み込み動作させる場合は、リンケージ（動作を伝達させるロッド等）をつなぐ前にｻｰﾎﾞ 

  ﾓｰﾀｰだけで回転位置をﾉｰﾏﾙ位置、ｱｸｼｮﾝ位置共に動作範囲になるようおおよそ決めておき、組み込んだ 

  後で微調整してください。動作範囲外に設定して組み込んだ場合、被動作物を壊してしまったり、怪我をす 

  るような事にもなりかねませんので十分ご注意下さい。（低速度高トルクのサーボは、1ｃｍ当たり数10Ｋｇ 

という物もあります。使い方により間違うと指を切断するくらいの力がありますので侮った扱いは厳禁です。） 

  ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰは、決められた角度位置で止まりますが、それ以上に角度を変えようとする力がかかると、決め 

  られた角度を維持しようとする為にﾓｰﾀｰに大きな電流が流れます。ですから常時大きな負荷がかかるよう 

  な使用の場合は、電源は余裕の持ったものを使用してください。 

  使用するｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰの持つ力（トルク）及び動作ｽﾋﾟｰﾄﾞ、消費電流等はﾒｰｶｰの説明書、ｶﾀﾛｸﾞ等をご覧下さい。 

  動作スピードに関しては、ｻｰﾎﾞ･ﾓｰﾀｰ自体のｽﾋﾟｰﾄﾞに依存し、本ｷｯﾄではｽﾋﾟｰﾄﾞ調整は出来ません。 

   

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
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キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
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ｽﾗｲﾄﾞ式の錠を電気

式の遠隔施錠が可能 

ﾌﾗｸﾞやﾌﾟﾗｶｰﾄﾞを

立てるという用途

単に物理的に何かを

「押す」という用途 


